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1 はじめに
近年，インターネットの汎用化とともに，WWWが

急激に発展し，Web上でコミュニケーションを行う機
会が増えてきている．Web上でのコミュニケーション
ツールとして，従来のWebページ上では，閲覧者同士
のコミュケーションシステムとして，Webチャットや
電子掲示板 (BBS)などがある．しかし，閲覧者からの
情報投稿によって，HTMLデータが頻繁に更新される
Webページにおいては，更新を確認するために，ペー
ジをリロードしなければならなず，ユーザにとって負
担がかかる．そこで我々は，文献 [1]で紹介されてい
る，オンラインでのWebページ編集技術を応用し，既
存のWebページに，Push型情報発信機能を持たせる
ためのシステムを実現した．本システムを組み込んだ
Webページ上では，閲覧者が，任意の場所にテキスト
データなどを書き込むことができる．また，書き込ま
れたデータは，閲覧者同士がリアルタイムに共有する
ことが可能である．
本論文では，2章で関連研究について述べ，3章で

システムの概要について述べる．また，3.2章ではシス
テムの構成について述べる．次に，4章で本システム
の適応事例について述べ，5章で本論文をまとめる．

2 関連研究
関連研究として，Wiki Wiki Web [4]があげられる．

Wiki Wiki Webとは，すべてのユーザが編集可能であ
り，また，簡単に相互リンクを貼ることができるよう
なWebページの集合をサポートするシステムである．
Wiki Wiki Web は Perlスクリプトで実現された 小さ
なシステムであるが，既存のWebページを，簡単な
マークアップ言語を用いて，Webブラウザ上から誰で
も編集可能であるという特徴を持つ．Wiki Wiki Web
で利用されるWebページは，参加者が自由に内容を
書き換えることにより，議論を進めるという考えに基
づいて作られているので 書き換えは全く自由である．
Wiki Wiki Web では，Webページに用意されている
「Edit」ボタンを押すことで，編集画面が現れ，編集が
可能となる．ユーザは，編集画面から Saveボタンを
押すことで，即座にWebページを書き換えることが
できる．Wiki Wiki Web は，Webページを閲覧しな
がら書き換えられるという点で，本論文で提案するシ
ステムと関連しているが，本論文で提案するシステム
は，リアルタイムにWebページが書き換えられていく
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図 1: システム実行例

という点，および既存のWebページにも適用できる
という点で，新規性がある．Push型情報共有環境を提
供するという点では，関連するシステムとして，MSN
メッセンジャー [3]や iChat[2]といった，リアルタイム
にチャットを行えるシステムがあげられる．前者，後
者ともに，本論文で提案するシステムとの差分として，
本システムではWeb上で，コミュニケーションを行っ
ており，Webページ上で書き込んだ内容や，コミュニ
ケーションの様子を，Webページの閲覧者全員が確認
できるという点があげられる．また，Webページの閲
覧者は，専用のソフトウェアのダウンロードやインス
トールを必要とせず，Webブラウザのみを用意すれば
よいことから，容易にシステムを利用することができ
る点も差分である．

3 Webページ上でのPush型情報発信
3.1 システムの概要
本システムは，JavaScript と CGI を用いて実装さ

れている．HTMLファイルに JavaScript を読み込む
ソースコードを記述することにより，Webページ上で
リアルタイムに情報共有を行うための環境を構築する
ことができる．ユーザは，HTMLファイルをWebブ
ラウザで閲覧するだけで，本システムの機能を利用す
ることができる．本システムの機能を組み込んだWeb
ページには，サインアップ用のボタンが表示される．
ユーザは，まずサインアップ用のボタンを押し，シス
テムにサインアップをする．サインアップ後の実行例
を図 1に示す．図 1は，GoogleのWebページを例にあ
げ，本システムを利用し，Webブラウザ上で情報共有
を行っている実行画面である．ユーザがシステムにサ
インアップをすると，ツールパレット（図 1- 1©）が表
示される．スペース追加ボタン（図 1- 2©）を押すこと
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図 2: システム構成図

で，発言するためのスペース（図 1- 5©，以下，発言ス
ペースと呼ぶ）を自由に指定することができる．また，
コメントボタン（図 1- 3©），手書きボタン（図 1- 4©）を
押すことにより，Webページ上の任意の位置に付箋形
式のコメントを貼り付けることや（図 1- 6©），ペンで
絵を描くように，Web上にマウスで自由な線を描くこ
とができる（図 1- 7©）．ユーザは，Webページ上に追
加した発言スペースに，テキストを書き込むことがで
きる．発言スペースに書き込みがあると，ページを閲
覧している他のユーザのブラウザ上でも，リアルタイ
ムに書き込んだテキストが表示される．その際，ペー
ジのリロードは必要としない．テキストの書き込みだ
けでなく，発言スペースが追加される様子や，コメン
トの貼り付け，手書き機能によって書かれた内容など
もリアルタイムに反映される．ユーザは，以上の機能
を利用し，Webページ上で議論を行うことが可能であ
る．また，サインアップをしていない閲覧者でも，Web
ページが次々と書き変えられていく様子から，議論の
展開を確認することが可能である．

3.2 Push型情報発信環境の実現手法

本システムは，JavaScript と CGI によって構成さ
れる．本システムの構成図を図 2に示す．まず，本シ
ステムを利用するには，HTMLファイルをWebブラ
ウザで表示する．その後，ユーザによりWebブラウ
ザからデータの入力（発言スペースでの発言など）が
行われると，クライアント側で JavaScriptにより実装
されて入力データ処理機構が動き，ページのリロード
無しで，データをサーバ側のデータ管理用CGIに送信
する．データ管理用CGIは，JavaScriptからデータが
送信される度に，データファイルを書き換える．Web
サーバ側では，データ更新監視用 CGIが動いている．
データ更新監視用CGIは，常にデータファイルの更新
情報を，JavaScriptにより実装されたリアルタイム情
報共有機構へと送信している．リアルタイム情報共有
機構では，データファイルの更新が確認されると，現
在Webブラウザに表示されているデータを，更新され
たデータをもとに書き換える．以上のような仕組みを
利用することで，ユーザは，ページのリロードを必要
とせず，Webページがリアルタイムに書き換えられて
いく様子を確認することできる．

4 本システムの適応事例
本システムの適応事例として，Web会議システムが

考えられる．ユーザのWebページに対する書き込み
を，他の閲覧者がリアルタイムで確認できることから，
例えば，あるWebページを取りあげ，ページのテーマ
に沿って複数人で議論をすることが可能である．また，
本システムは，ページのリロードを必要としないこと
から，ページにかかれたスクリプトなどを，永続的に
実行させることができるため，Webページ内にスクリ
プトを組み込み，システムを拡張したい場合にも，有
効的である．
さらに，適応事例として，論文添削システムが考え

られる．論文添削において，添削者が複数人である場
合，紙面上での添削では人数分論文を用意する手間が
かかる．メールでの添削では，添削内容の重複などの
問題が考えられる．そこで，本システムを利用し，論
文をWebページにしてURLを添削者に伝えることで，
Web上でリアルタイムに論文の添削を行うことが可能
である．

5 考察とまとめ
本論文では，Push型情報発信環境の実現のための

システムについて述べた．また，システムの概要や構
成について詳しく述べ，データの送受信にページのリ
ロードを必要としないことや，既存のWebページに
適応できることを利点としてあげた．さらに，本シス
テムの具体的な適応事例について述べた．本システム
を「リアルタイムで行えるチャットである」という点
から見ると，本論文で紹介したシステム構成でなくて
も，JavaAppletなどを利用して同期通信を行えばよい
とも考えられる．しかし，JavaAppletなどを利用した
場合，システムによって定められた位置にしか発言が
行えない．一方，本論文での実装方法では，JavaScript
を用いて実装したことにより，Webページの任意の位
置に書き込みができるという利点があげられる．任意
の位置に書き込みができることから，Webページ上で
他の閲覧者に着目してほしい箇所などを指摘すること
が可能となった．今後は，既存のテレビ会議システム
のように，音声や画像をリアルタイムに共有する機能
について検討するつもりである．本システムを利用す
ることにより，従来と比較して，Web上でのコミュニ
ケーションが容易かつ効率的になる．
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